
創部42年目を迎える　指導者黒澤先生と

５　大会成績

６　その他（全体についての感想等）

一糸乱れぬ演奏を披露

 岩手県の代表校として出場し、圧巻の演奏を披露することができた。東
京公演の出場権は得られなかったが、日々のたゆまぬ努力と練習の成果を
証明できた9分間の演奏だった。

 今年度から最優秀校のみが新国立劇場での8月東京公演の出場権を得られ
ることとなり、代表43校が出場した。大会の運営等を秋田実行委員会が円
滑にすすめ、観客も箏曲の魅力を体感でき、出場する側も十分に実力を発
揮できた素晴らしいあきた総文2026だった。

由利本荘市文化交流館カダーレ(秋田）

盛岡第二高等学校箏曲部生徒19名

(se4)

令和8年7月30日（木）本番演奏

１　大会期日

２　開催場所

３　参加生徒

４　大会日程

令和8年7月30日（木）～31日（金）
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日本音楽専門部代表理事 及川 志保（水沢第一高等学校）


